
 雑木林と共存する住まい 
都会の中の木洩れ陽

快適な都会に居ながら
緑溢れる自然に囲われて過ごしたい憧れ。
これを古い武蔵野台地に在った雑木林を
イメージした庭と、時にはその木洩れ陽
溢れる庭に全面的に開放できる室内を
実現した作品です。 

　庭は武蔵野の雑木林をイメージしました。散策路を設け枝葉の擦れ合う音や地面に映る
枝の陰影を楽しめます。そして、時には建具をスライドさせることにより、その自然へ全面
開放し、室内外が一体となる自然を眺めながらゆったりした時間が過ごせる庭となりました。 



2 階ファミリーリビングから見下ろす、吹抜けダイニング。リビング、ダイニング、2階への

繋がりによる視線の抜け感が空間を伸びやかに演出します。各スペースが曖昧に区切られてい

るため、どこに誰がいるのか家族の気配が適度に感じることができます。

上　／ 2間続きの和室。ゆったりと設けた縁側が純和の空間の堅苦しさ

　　　を和らげています。

右下／和室へと続く露地の入口。洋と和の空間を繋ぐ境界となる場所は

　　　飾り庇や床の御影石などにより異空間へと導く期待感を演出します。

左　／和室専用の純和風庭。和室の向こう側が幹線道路という間取りで

　　　あるにも関わらず、道路の喧騒が全く気にならないよう周囲を高さ

　　　4ｍの塀で囲いました。以前のお住まいから持ち込んだという庭石

　　　や樹木を効果的に配しました。

右/主庭から見る外観。 　四季を彩る木々と燦々と降り注ぐ自然光が目を和ませます。 

左頁 
上/ガラスのサッシをすべて開き、主庭と繋がるメインリビング。 
フローリングとテラスをフラットにつなげて開放感を演出しました。 
下右/リビングから見る東側主庭夕景。木立で近隣からの視線を遮りプライバシーを確保しました。 

下左/リビングから見る西側主庭夕景。リビングからダイニングルーム、そしてファミリールームへと空間は連続して繋がります。 



建築設計事務所：アーネストアーキテクツ株式会社

お問い合わせ・資料請求

〒108-0014　東京都港区芝 5-5-1　
 TEL:03-3769-3333
 http://earnest-arch.jp

駒沢空間ショウルーム

〒158-0081　東京都 世田谷区深沢 4-6
駒沢公園ハウジングギャラリー ステージ 2　
 TEL:03-5707-5656

アーネストアーキテクツ WEBサイトでは様々な作品事例をご覧頂けます。

アーネストアーキテクツ で検索、アクセスをお待ちしております。

■STAFF 

企画：和田直哉

設計：廣田靖、佐藤恵一

インテリアコーディネーター：山本祐子

構造設計：湯浅義明/株式会社ゴダイ構造設計 

CGパース：露口美紀 

上/地窓を設けることにより、二つの庭と
一体感を意識し、より主庭への空間の
拡がりを強調しました。 

下/シンプルなシャープさを感じる外観夕景。 

上右/庭に向かって開き、自然と調和した空間を創る外観。
写真、右側メインリビングからダイニングルームそして
ファミリールームへと視線が抜け、空間を伸びやかに
演出します。 
上左（上）/自然に囲まれた寛ぎのプライベートスペース。
壁面は光の変化を映し出す白いキャンバスとなりました。 
上左（下）/リビングから続くダイニングはフローリングと
テーブルセットを木製で統一し、温かみのある空間に
仕上がっています。 
下右/カラフルな色使いが楽しい、キッズルームのクローゼット。 
下左（上）/白を基調にし、インテリアにピンクの差し色を
効かせた遊び心のあるキッズルーム。 
下左（下）/エントランスから緩やかにアーチを描くシンプル
モダンな階段。曲面の開口部から光が降り注ぎ地階に
居ることを感じさせない明るい空間となりました。 

設計監理：上田年嗣 

施工：株式会社水澤工務店




